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陳
舜
臣
は
日
本
で
生
ま
れ
、日
本
で
暮
ら

す
中
国
人
と
し
て
、日
中
両
国
を
架
橋
す
る

意
識
に
も
と
づ
き
、中
国
史
に
材
を
と
っ
た
歴

史
小
説
や
日
中
交
渉
史
を
あ
つ
か
っ
た
作
品

を
数
多
く
ま
と
め
て
き
た
作
家
で
あ
る
。彼
に

は
「
阿
片
戦
争
」
を
は
じ
め
、「
江
は
流
れ
ず
ー

小
説
日
清
戦
争
」
「太
平
天
国
」な
ど
、中
国
の

近
代
史
に
取
組
み
、豊
富
な
史
料
を
駆
使
し
て
、

作
者
自
身
の
民
族
的
課
題
に
肉
薄
し
た
大
作

が
あ
り
、そ
れ
ら
の
丹
念
な
仕
事
に
は
、講
史

家
と
し
て
の
彼
の
一
面
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
中
国
の
古
典
を
あ
つ
か
っ
た
も
の
や
、中

国
史
上
で
日
本
と
も
関
係
の
ふ
か
い
人
物
の

事
蹟
や
事
件
を
と
り
あ
げ
た
諸
作
の
中
に
は
、

そ
れ
ら
を
背
景
と
し
な
が
ら
、作
者
の
ゆ
た
か

ら
空
想
力
を
加
え
て
、歴
史
ロ
マ
ン
と
し
て
の

味
を
た
の
し
ま
せ
て
く
れ
る
も
の
が
少
な
く

な
い
。近
松
門
左
衛
門
の
「
国
性
爺
合
戦
」
で

ひ
ろ
く
知
ら
れ
た
鄭
成
功
や
そ

の
父
の
鄭
芝
竜
を
中
心
に
描
い

た
「
風
よ
雲
よ
」
と
「
旋
風
に
告

げ
よ
」
も
、そ
う
し
た
作
品
の
中

に
ふ
く
ま
れ
る
。

鄭
芝
竜
の
登
場
す
る
「
風
よ

雲
よ
」に
つ
づ
い
て
、鄭
成
功
の
活

躍
す
る
「
旋
風
に
告
げ
よ
」
を
書

い
た
こ
と
で
、作
者
は
日
本
人
に

も
な
じ
み
ぶ
か
い
鄭
父
子
を
、中

国
史
の
中
に
位
置
づ
け
た
の
で

あ
る
。

こ
の
執
筆
の
順
か
ら
み
て
も
、

「
風
よ
雲
よ
」
と
「
旋
風
に
告
げ

よ
」
が
二
部
作
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
だ
が
、鄭

父
子
以
外
の
登
場
人
物
は
こ
と

な
っ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
長
編
と
み

る
こ
と
も
で
き
る
。ひ
と
つ
に
は
成
功
に
く
ら

べ
て
父
の
芝
竜
の
事
蹟
に
関
す
る
史
料
が
少
い

た
め
、「
風
よ
雲
よ
」
で
は
そ
の
部
分
を
作
者

が
想
像
で
補
い
、
芝
竜
よ
り
も
脇
役
で
あ
る

虚
構
の
人
物
を
、主
人
公
の
位
置
に
す
え
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

鄭
芝
竜
は
、顔
思
斉
の
跡
を
継
い
で
首
魁
と

な
り
、ラ
イ
バ
ル
の
海
賊
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
倒
し
、

南
海
の
覇
者
の
地
位
を
得
た
。

彼
が
平
戸
藩
滞
在
中
に
住
ん
だ
家
は
、現

在
の
喜
相
院
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、香
炉
や
印

判
な
ど
の
遺
品
が
そ
こ
に
伝
え
ら
れ
、後
に
松

浦
家
に
寄
託
さ
れ
、今
で
は
松
浦
史
料
博
物

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。芝
竜
は

各
地
を
転
戦
し
な
が
ら
も
何
度

か
そ
の
家
へ
立
ち
寄
り
、妻
子
と

出
会
っ
た
ら
し
く
、平
戸
藩
の
足

軽
、田
川
七
右
衛
門
の
娘
と
の
間

に
福
松
が
生
ま
れ
、五
年
後
に
は
、

次
男
の
次
郎
左
衛
門
も
生
ま
れ

て
い
る
。次
郎
左
衛
門
は
芝
竜
の

妻
が
大
陸
へ
渡
っ
た
お
り
、日
本

に
残
っ
て
、祖
父
の
名
を
継
い
だ
。

芝
竜
の
略
歴
は
明
に
降
っ
た
一

六
二
八
年
以
降
主
と
し
て
鄭
成

功
と
の
関
連
で
伝
え
ら
れ
て
い

る
。だ
が
そ
の
事
蹟
は
不
明
の
部

分
が
多
く
、中
国
側
の
史
料
を
あ

わ
せ
読
ん
だ
陳
舜
臣
は
か
え
っ

て
種
々
相
違
点
に
悩
ま
さ
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

宣
吉
や
千
海
の
ほ
か
に
虎
之
助
の
妻
と
な
っ

て
彼
と
別
々
に
行
動
す
る
お
絹
や
、呉
三
桂
の

愛
人
の
円
円
な
ど
の
女
性
た
ち
が
物
語
に
彩

り
を
添
え
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
、鄭
芝
竜
よ
り
も
安
福
虎
之

助
の
活
躍
に
ウ
エ
イ
ト
が
お
か
れ
て
い
る
。芝

竜
の
息
子
成
功
も
後
半
で
は
主
要
な
動
き
を

み
せ
て
お
り
、そ
の
あ
た
り
は
「
旋
風
に
告
げ

よ
」と
か
さ
な
る
。

講談社文庫版表紙

一
度
、訪
れ
て
み
た
い
平
戸

講
談
社
文
庫
本

尾
崎
秀
樹
氏
の
解
説
か
ら
抜
粋
・引
用

傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆

架
空
の
人
物
が
活
躍
し
、又
、女
性
の

活
躍
が
物
語
に
彩
り
を
そ
え
て
い
る

■
画
像
は
「
松
浦
史
料
博
物
館
」
同
館
HP
よ
り

歴
史
ロ
マ
ン
と
し
て
の
味
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
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『風よ雲よ』 概略＆主な登場人物

●
安
福
虎
之
助

中
国
名
安
福
虎
。
大
坂
夏
の
陣
の
お
り
大
坂
方

あ

ん
ふ
っ
こ

に
属
し
、
敗
れ
て
マ
カ
オ
に
渡
り
、
絹
商
人
周
弘
の
用
心
棒
と
な

る
。
豊
臣
秀
頼
の
遺
児
と
信
じ
ら
れ
る
宣
吉
を
生
き
甲
斐
に
大
陸

で
流
亡
生
活
を
送
る
。

●
中
橋
鉄
之
進

大
坂
方
の
武
士
。
マ
カ
オ
で
豊
臣
家
の
遺
児
の

秘
密
を
虎
之
助
に
言
い
残
し
て
死
ぬ
。

●
鄭
芝
竜(

て
い
し
り
ゅ
う)

国
姓
爺
鄭
成
功
の
父
。
顔
思
斉
の
後

こ

く
せ
ん
や

継
者
と
し
て
福
建
に
勢
力
を
張
り
、
南
海
を
制
覇
、
帰
順
し
て
明

の
都
督(

軍
の
最
高
位)

と
な
る
。

●
顔
思
斉(

が
ん
し
せ
い)

平
戸
で
裁
縫
を
業
と
し
て
い
た
が
、
平

戸
と
台
湾
を
拠
点
と
す
る
半
商
半
盗
の
大
海
商
団
の
首
領
と
な
る
。

●
黄
程(

こ
う
て
い)

鄭
芝
竜
の
母
の
兄
。
マ
カ
オ
で
船
頭
行(

船

主
と
貿
易
商
を
兼
ね
た
店)

を
経
営
す
る
。

●
大
念
和
尚(

だ
い
ね
ん
お
し
ょ
う)

彭
延
と
称
し
明
国
軍
の
四
天

ぼ
う
え
ん

王
の
一
人
だ
っ
た
が
、
坊
主
と
な
る
。
豊
宣
吉
の
養
い
親
。
明
朝

の
前
途
を
案
じ
、
皇
統
を
ひ
く
宣
吉
を
豊
臣
家
の
遺
児
に
仕
立
て

か
く
ま
う
。

●
豊
宣
吉(

ほ
う
せ
ん
き
ち)

大
念
の
手
で
眉
と

眉
の
間
に
赤
い
痣
を
つ
け
ら
れ
、

豊
臣
秀
頼
の

遺
児
と
し
て
育
て
ら
れ
る
が
、
自
分
で
は
自
分
の

出
生
の
秘
密
を
知
ら
な
い
。

●
周
弘(

し
ゅ
う
こ
う)

蘇
州
の
絹
商
人
。
政
財

界
に
隠
然
た
る
力
を
持
つ
。

●
お
絹

摂
津
屋
の
息
の
か
か
っ
た
麻
薬
の
運
び

屋
。
虎
之
助
の
妻
と
な
る
が
、
紫
禁
城
入
り
を
夢

み
、
そ
れ
が
叶
い
、
長
平
公
主
付
き
と
な
る
。

●
摂
津
屋
幸
兵
衛

カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
。
麻
薬
を

扱
う
武
家
あ
が
り
の
商
人
で
、
海
商
と
し
て
東
ア

ジ
ア
を
制
覇
し
、
神
の
御
名
に
よ
る
独
立
王
国
建

設
を
夢
み
て
い
る
。

●
お
多
喜

平
戸
松
浦
藩
士
田
川
七
左
衛
門
の
娘
。

鄭
芝
竜
と
結
ば
れ
、
福
松
を
生
む
。

●
福
松(

ふ
く
ま
つ)

中
国
名
鄭
森
。
の
ち
の
国
姓
爺
鄭
成
功
。

て
い
し
ん

こ

く
せ
ん
や

父
親
と
は
や
や
立
場
を
異
に
し
、
明
朝
復
興
に
力
を
つ
く
す
。

●
劉
天
馬

顔
思
斉
に
対
抗
、
甲
螺
の
座
を
ね
ら
う
が
、
和
歌
原

カ
ア
レ
エ

群
蔵
ら
に
斬
ら
れ
る
。

●
和
歌
原
群
蔵(

わ
か
は
ら
ぐ
ん
ぞ
う)

豊
臣
秀
頼
の
特
務
機
関

で
あ
っ
た
千
成
組
の
首
領
。
鄭
芝
竜
の
海
商
団
に
あ
っ
て
、
密
か

に
摂
津
屋
一
味
と
結
び
、
南
海
制
覇
を
ね
ら
う
。

●
李
自
成(

り
じ
せ
い)

宿
場
人
足
あ
が
り
の
流
賊
。
蜂
起
し
北

京
を
陥
し
、
帝
位
に
つ
く
が
、
た
ち
ま
ち
、
呉
三
桂
ら
に
追
い
払

わ
れ
る
。

●
宛
君(

え
ん
く
ん)

南
京
の
名
妓
。

●
花
房
権
右
衛
門

平
戸
藩
士
で
二
刀
流
の
達
人
。
宣
吉
に
読
み

書
き
を
教
え
、
武
術
を
指
南
す
る
。

●
呉
三
桂(

ご
さ
ん
け
い)

山
海
関
を
守
る
明
朝
の
将
軍
。
呉
三

桂
が
い
な
け
れ
ば
清
は
中
国
本
土
に
君
臨
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ

し
ん

う
と
い
わ
れ
る
。
清
入
関
後
、
四
川
と
雲
南
の
藩
王
に
封
じ
ら
れ

る
。
の
ち
、
清
朝
に
叛
く
も
病
死
。

●
呉
襄(

ご
じ
ょ
う)

呉
三
桂
の
父
。
万
暦
帝
時
代
、
明
国
軍
四

天
王
の
一
人
。

●
陳
円
円(

ち
ん
え
ん
え
ん)

蘇
州
の
名
妓
。

呉
三
桂
の
愛
妾
と
な
る
。
明
朝
滅
亡
劇
の
ヒ
ロ

イ
ン
。

●
王
千
海(

お
う
せ
ん
か
い)

眉
と
眉
の
間
に

赤
い
痣
の
あ
る
謎
を
秘
め
た
女
装
の
手
品
師
。

●
崇
禎
帝(

す
う
て
い
て
い)

明
朝
最
後
の
皇

帝
。
紫
禁
城
の
裏
山
で
自
縊
。

じ

い

●
長
平
公
主(

ち
ょ
う
へ
い
こ
う
し
ゅ)

崇
禎
帝

の
長
女
。
父
の
刃
で
負
傷
す
る
も…

。

●
費
貞
娥(

ひ
て
い
が)

長
平
公
主
付
き
の
宮

女
。
公
主
の
身
代
わ
り
に
な
り
捕
わ
れ
る
。

主
な
登
場
人
物

上巻 明朝末期の1623年、ポ

ルトガル商館や倉庫が建ち並

ぶマカオ南湾。大坂夏の陣の

落武者、安福虎こと安福虎之
あ んふっこ

助は、のちの南海の大立者鄭

芝竜と出会った…。生き甲斐

と夢を求め、大動乱前夜の大

陸へと躍り込んだ男たちの運

命を描く歴史長編。

中公文庫版(上)表紙 →

下巻 満州鉄騎軍は山海関に

迫り、農民反乱軍の首領李自

成は西安で大順国を建国、大

軍を率いて北京を包囲した…。

明末清初、激動期の大陸を舞

台に、安福虎之助、豊太閤の

後裔、呉三桂、陳円円ら、宿

命を負った男女の愛と夢想が

交錯する壮大なロマン。

中公文庫版(下)表紙 →

■
画
像
はsh

u
kou
sh
a
.com

よ
り

山
海
関
の
城
壁
か
ら
鎮
東
楼
（
天
下
第
一
関
）

と
長
城
を
遠
望



福良弥左衛門は、陳円円が幼女であったころか

ら知っている。彼女は蘇州の石畳の上にほうりだ
された孤児にすぎなかった。

円円という娘をやしない、やがて妓楼がその娘
に目をつけると、手ばなした。妓楼は円円をひき
とって諸芸を仕こんだ。

やがて陳円円が成人して蘇州第一の名妓といわ
れるようになると、円円に不思議な運命が舞いお

りてきた。周嘉定伯という老貴族が、陳円円に目
をつけたのである。
周嘉定伯（名は周奎）は、蘇州の出で、官僚の

か て い はく しゅうけい

出身だった。その娘が毅宗皇帝の皇后になったた
き そ う

めに宮廷人になり、皇帝の岳父としてあがめられ

るようになった。
周老人にとっての関心は、宮廷での自分の勢力

をふやし、皇帝を掌中におさめて威福をえたいと
い ふ く

いう一事しかなかった。そのためには、自分の娘
が寵せられねばならないが、毅宗のほうは、周老
ちょう

人のてのひらに乗らなかった。皇帝は田貴妃とい

う宮女を愛して皇后にはつめたかったのである。
この場合、周老人として打つべき

手は一つしかなかった。皇后の身辺
に私的な奴隷として美人を配し、毅
宗の目にとまらせ、その寵をうけ、

淑女の位にでも登らせるべくしむけ
ることであった。もしそうなれば、

その淑女の主人である皇后の勢力が
大いにあがり、ひいては皇后の実家
の周家の威福にもつながる。

周嘉定伯は妓楼と取引して陳円円
を大金であがなった。ところが、皇
帝は彼女に一顧もせず、彼女は宮廷

から出ざるをえなかった。
彼女はいわば落魄したまま周嘉定

らくはく

伯の邸内で起居した。「せっかくの
買物が、むだになった」

北京が大崩れにくずれる前に、宮廷で大きな行
事があった。毅宗皇帝が、前線の司令官たちをよ
ろこばせるべく、幾人かに伯爵をあたえたという

ことである。呉三桂も、遼西の最前線である寧遠
ねいえん

城から北京にもどってきて、居庸関をまもる唐通
きょようかん

や左良玉、黄得功ら三人とともに宮廷の儀式にく
わわり、爵位をうけた。
そのあと、新伯爵のために、ほうぼうで祝宴が

催された。周老人も「平西伯」の称号をえた呉三
桂をその邸にまねいた。

席上、主賓の呉三桂は、陳円円を見た。そのあ
と、気もそぞろになった。
（この世に、これほど美しい女がいたのか）

周老人はどうやら呉三桂が陳円円に関心をもっ
たらしいということに気づくと、円円に琵琶を弾

じさせた。陳円円は、主賓である呉三桂にむかっ
て一礼し、琵琶をとりなおし古詩を弾じはじめた。

秦時の明月、漢時の関
し ん じ かん

万里長征、人未だ還らず
いま

但、竜城の飛将をして在らしむれば
ただ りゅうじょう あ

胡馬をして、陰山を度らしめざるを
いんざん わた

唐の王昌齢の詩で、辺境の異民族をふせぐため
おうしょうれい

の従軍の労苦

をうたったも
のである。
吟じ手の陳

円円は胡馬を
女真軍である

とし、飛将軍
を呉三桂にな
ぞらえた。し

かもこの将が
あるかぎり山
海関のまもり

はかたい、と
いう意味を寓

したのである。
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呉三桂と陳円円、司馬遼太郎の『韃靼疾風録』も併せて読んでください

《陳円円、皇帝は一顧もせず呉三桂の側室に 》

明末、万里の長城の東端、山海関を守る明の武将、呉三桂と美妓陳円円との出会い、
さんかいかん ちんえんえん

呉三桂の円円への執着については、多く語られてきました。『風よ雲よ』で陳舜臣さ

んは、鄭芝竜の話よりこちらに、より多く紙幅を割いています。この箇所について、
ていしりゅう

『韃靼疾風録』の記述を下に抜粋引用します。両者を併せ読んで下さい。執筆は、
だったんしっぷうろく

『韃靼疾風録』の方が『風よ雲よ』より十数年遅い。

■『韃靼疾風録』は司馬遼太郎、最後の長編小説。17世紀、清朝興隆の時代を舞台に

東アジア世界に展開される雄大な長編ロマン。韃靼とは、モンゴル系の一部族、タター
だったん

ルの通称。ここでは女真族(満州族)のこと。『中央公論』に1984年1月号から1987年9

月号に連載。第15回大佛次郎賞（1988年）を受賞。 中央公論社版表紙 →

← 挿図は司馬遼太郎
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掲載紙北海道新聞の連載予告記事(1971.6.12)及び連載第１回(6.15)

『風よ雲よ』「黄の旋風」の章に、

李自成軍は明都北京を制圧した。

明国皇帝は、万歳山寿皇亭に縊死し、それに殉じ
い し

たのは宦官の王承恩一人だけである。

とあります。紫禁城の裏山（土を盛った人工の山）

は今は「景山」と呼ばれ北京ツアーをすると、故宮

が見渡せるこの場所へ案内されます。

右の写真(編集委員撮影)の標識の文言を訳します。

ここは、明代崇禎皇帝自縊の場所である。1644年、
李自成率いる農民起義軍が北京に攻め入ると崇禎皇

帝は、慌てふためいて紫禁城を逃げ出し、大勢はす
でに去ったと見、
この槐で自縊し

えんじゅ じ い

た。

万歳山■明の

永楽十四年(1416)、

宮殿を建築する

ために、元代の

宮城を取り壊し、

紫禁城の護城河

を掘った時に出

た残土を積み上

げて造り、万歳

山と名付けた。

『風よ雲よ』 補足

故宮の裏山、景山に
「崇禎皇帝自縊処」の標識
す うてい じ い


